
 
 

令和６年度事業報告 

 

１、基本方針 

  当法人会は、税のオピニオンリーダーとして、主たる公益事業である

「税」に関する事業活動（公１）に軸足を置きながら、もう一方の活動であ

る「地域企業・地域社会の整備改善」の事業活動（公２）を図り、組織財政

基盤の再構築のために会員増強活動及び企業経営の安定を図る福利厚生制度

の推進活動（他１）を基本方針として取組むものとする。 

 

２、税知識の普及を目的とする事業（公１） 

（１）税務研修会 

   各種の税について研修のテーマに取り上げ、税についての理解と知識を

深めるとともに、正しい税の知識を習得することを目的として、本会、各

支部、青年部会、女性部会それぞれにて開催し、開催情報は広報誌等によ

り案内を同封し、会員から非会員へ開催の告知を行っている。講師には税

務署職員又は税理士等の専門家に依頼した。 

   開催期日  令和６年５月～７月  

 開催実績 

研修単位等 開 催 日 受講人員 研 修 内 容 講  師 

  宇土支部 R６.５.28  １４人 定額減税、チェックシート 署 統括官 

松橋支部 R６.７.２  １９人 各種補助金等関係 経営指導員 

  豊野支部 R６.６.６  １３人 定額減税、チェックシート 署 統括官 

中央支部 R６.６.５  ２０人 定額減税、チェックシート 署 統括官 

砥用支部 R６.７.25  １５人 定額減税、チェックシート 署 統括官 

小川支部 R７.８.22  １６人    定額減税、チェックシート 署 統括官 

  女性部会 R.６.６.13  １４人    定額減税、チェックシート 署 統括官 

青年部会 令７.２.５  ２０人   税務行政の DX等 宇土税務署長 

 合  計  １３１人       

  上記研修会のほか、「年末調整説明会」及び「新設法人説明会」（対象：令

和３年度～令和５年度設立）を宇土税務署の協力を得て実施した。   

〇年末調整説明会 令和６年１１月２０日 午前・午後計２回 

（出席者：３７社、３９人） 

〇新設法人説明会 令和６年１２月１１日 宇土税務署 

案内対象２１２社 （出席者：１０社、１３人） 

（２）くまもと Z e i税ウォーキングの共催 



   （一社）熊本県法人会連合会が次の時代を担う小学生に、税知識の普及

を目的に開催するもので、運営スタッフ要員として青年部会及び女性部会

より参加し、小学生の参加希望者を募り、保護者とともに参加した。 

   開催期日  令和６年１１月２４日（日） 

   会  場  山鹿市（八千代座周辺）    

〇当法人会からの参加 

スタッフ（実行委員）1名、会員及び家族７名が参加 

 〇県下全体の参加人員７４名 ほかスタッフ２７名   

 

３、納税意識の高揚を目的とする事業（公１） 

（１）税に関する作品の表彰 

   「税を考える週間」に合わせ本会青年部会が担当し、宇土税務署管内の

小中学校に税の作品（作文、ポスター、標語、習字）の募集を行い、例年

1千点程の応募作品の中から優秀作品を選考の上、１１月の「税を考える

週間」において表彰を行うものである。 

表彰式には主催者及び学校関係者等が多数出席し、将来の社会を支える

児童生徒に税についての理解と意識啓発の機会を提供することとなってい

る。 

なお、入選作品はショッピングセンターと宇土税務署に展示するととも

に、「税の作品集」を発行し各小中学校及び入選者へ無料配付した。 

    

募   集  令和６年７月（各小中学校に依頼） 

応 募 数  小学校 １７校 ６３０点  

中学校   ７校 ４２１点  

 計 １，０５１点    

作品展示等  令和６年１１月１５日（金）～１１月２５日（月） 

              宇土シティモール １階西側通路 

       令和７年２月～３月 

              宇土税務署 確定申告会場待合室 

表 彰 式  令和６年１１月１６日（土） 宇土シティ多目的ホール 

表彰対象者  ５４名（表彰式出席者 ３６名）  

参 加 者  １２０名程度（関係者及び家族を含む） 

主 催 者  宇城地区租税教育推進協議会（当会 賛助会員） 

       宇城地区税務協力団体連絡協議会（当会 構成員） 

作品集配付  令和７年１月 ３００部作製 

（２）税に関する「絵はがきコンクール」 



女性部会が、管内の小学校高学年生を対象に税をテーマにした絵はがき

を募集し、次代を担う児童に「税」についての理解と意識啓発を目的に実

施した。各小学校に募集依頼を行い、応募作品の中から優秀作品を選考し

た上で、上位数点については、熊本県法人会連合会へ出品し選考され、更

に全国法人会総連合へ出品されることとなる。 

また、本会においては独自に、優秀作品については該当する小学校へ出

向き、表彰及び副賞の授与を行った。 

    

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

（３）租税教育の実施 

   宇土税務署管内及び熊本市南区城南町の小中学校を対象として、税に関

するＤＶＤの上映、本会作成の資料を配付し租税教室を実施するもので、

宇城地区及び熊本市租税教育推進協議会において選定された希望校に対し

て、本年度は、青年部会、女性部会が計５校で開催をした。 

   女性部会においては、女性部会がテーマとしている「食品ロス」に関連

した「給食無料化と税」についても講話した。 

 

   開催実績 

開催校（学年） 開 催 日 担当部会 児童生徒数 備  考  

杉上小学校（６） R6.6.6 青年部会  ６６人 ２クラス 

砥用小学校（６）  R6.6.13  青年部会   ２１人  

河江小学校（６）  R6.10.8 青年部会     ５５人  

豊川小学校（６）  R6.12.6  女性部会   ３３人  

小野部田小学校(６) R7.1.10 青年部会   １７人  

      ５校     計１９２人     

                                            

（４）ホームページ及び広報誌等による税情報の発信 

募   集  令和６年７月 

応 募 数  １３校 ２４２枚 

表彰対象者  １８名（宇土税務署長賞１枚を含む） 

表   彰  令和７年２月（各学校に出向いて表彰） 

そ の 他  県下単位会の県入選作品等計４００枚について、 

令和７年３月２２日～４月６日まで熊本市鶴屋百貨 

店地下通路に展示し、３月３０日（日）午後、女性 

部役員５名がチラシ等の配付による広報活動に従事 

した。 

（広報活動は、令和６年度からの取組み）  



   不特定多数が閲覧可能なインターネットによるホームページに各種研修

会、講習会の開催案内、活動事績を掲載し、更に国税庁や熊本県ホームペ

ージへのリンクを行うなど、適宜必要な情報を提供した。 

また、本会の広報誌の名称を「ほうじん」から「けんおう」に変更し、

８月発行分を加えて２回発行にするとともに、全国法人会総連合の広報誌

を会員ほか関係機関に送付した。 

    

ホームページ   適宜掲載 

本会広報誌    年２回発行（５５０部） 

全法連広報誌   年４回発行 

郵送冊子等    ①「年末調整実務のポイント」 

②「給与計算担当者のための定額減税の実務」 

③「自主点検チェックシート」 

④「令和６年度税制改正のあらまし」 

 

（５）税務相談会の開催 

   会員及び一般の方を対象に、南九州税理士会宇土支部との共催で行い、

確定申告前に税に関する相談会を開催した。 

    

開催月日  令和７年２月１５日（土）１０時から１５時 

会  場  宇土シティ ２階 多目的ホール 

相談者数  １５名 

従 事 者    税理士 ４名 事務局 １名 

共  催  南九州税理士会宇土支部 

広 告 等    会員宛の会報誌にチラシを同封したほか、ポスターを関

係機関に掲示を依頼した。 

税理士会においても熊日の県連において一面広告に掲載

した結果、宇城地区以外からの相談者もあった。 

 

（６）税知識広報用下敷きの寄贈 

   国税庁の「税を考える週間」の時期に、税の大切さと正しい納税の知識

の普及推進を図るため、管内中学生（下益城城南中学校を含む）の３年生

を対象に国税の使途を表した下敷きを寄贈した。 

対 象 者   管内中学生（３年生） 

寄 贈 数   １，６００枚 

テ ー マ      「災害が起こる前に！ 家庭でできる防災対策」 



 

４、税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業（公 1） 

（１）税制改正の提言及び提言書の関係機関への提出 

   税制に関するアンケート調査（３月から４月）を行い、全国法人会総連

合においてその要望を取りまとめ、中長期的視点からの中小企業の建設的

な税制改正要望、適正公平な税制、税務に関する提言を行うため、全国税

制改正要望大会を行い関係機関に対し要望活動を行うこととしている。 

本会においても、全国大会において決議された要望事項を本会事務所所

在地の市長、市議会に対し、税制改正提言書により要望活動を行った。 

   また、提言内容は、会員だけでなくすべての企業に関連した内容であ

り、本会の広報誌に掲載し周知を行った。 

 

 要望活動日   令和６年１２月２日（月） 

 活 動 先   宇土市長    元松茂樹氏 

         宇土市議会議長 野口修一氏   

 

５、地域企業及び地域社会の健全な発展に資する事業（公２） 

（１）実務研修会の開催 

   税務及び会計等について、簿記の基礎から法人税申告までの一連の流れ

の研修を行うことで、人材の育成を図るとともに、健全な企業会計を通じ

ての地域企業の健全な発展を目的として実施しているものである。 

会員企業及び非会員企業の経営者や担当者等を対象に６回の研修を行

い、毎回同一人が受講するカリキュラムとしている。開催情報は、本会の

ホームページに掲載して誰でも参加できるよう周知し、講師は税理士会宇

土支部所属の税理士に依頼した。 

 

    

（２）献血キャンペーン活動 

配 付 月    令和６年１１月 

配布方法      各市町教育委員会を通じ配付 

       宇土市、美里町においては、各支部長が教育長に配

付依頼のための交付を行った。 

（下益城城南中については、郵送） 

開催時期   令和６年９月～１１月（６回開催） 

講  師   園田悟税理士（南九州税理士会宇土支部所属） 

受講者数   １１名（終了証書交付者数 ８） 

共  催   宇土間税会 



   本会青年部会が主体となり、熊本県赤十字血液センターと連携をとり、

おもに血液が不足する厳寒期である２月に例年どおり実施した。 

   会員へは７年１月号の広報誌にチラシを同封することで周知し、ホーム

ページ、ポスター、チラシ等の配布により一般の方々に周知した。 

また、当日は通行人や知人への電話等により呼びかけを行った。 

    

会  場  宇土シティモール 駐車場 

開催時期  令和７年２月１８日（火） 

献 血 者    受付者 ５８名    

献血者 ５４名 

 

（３）地域イベント参加 

   管内の各地域には、地域の活性化及び地域振興と住民の交流を目的とし

たイベントが開催されており、これに参画し来場者に税情報チラシを始め

様々な地域情報を提供し、イベントに対する物品の支援及び交流を図る。 

 

（４）地域環境美化活動 

   行政が行う環境美化活動へ参画し、地域のシンボル的場所である公園広

場等への花苗の提供及び植栽を行った。 

 

〇宇土中央公園における花苗贈呈（植栽は、地域ボランティア） 

 「冬季花いっぱい運動」に伴う花苗を贈呈した。一部は、地区公民

館等の花苗として贈呈された。 

 （１１月  花苗数 ４種類 ２,５２０株） 

なお、永年の花苗贈呈事業に対して、令和６年１２月に宇土市長か

ら感謝状が贈呈されました。 

 

〇宇城市「豊野うきうきひまわり園」への種贈呈ほか  

（７月～９月） 

 青年部会員による駐車場整理（草刈等）のほか、種まき等に従事し

た。 

種まきは地元中学生ほかが従事するほか、水撒き等は地域ボランテ

ィア等が行った。 

なお、開園期間中は、「税金クイズボード」を設置することで、家

族で税について学びながらひまわり観賞ができるよう配意した。 

（５）講演会の開催 



   地域経済の浮揚策等についての講演会を本会通常総会終了後開催した。 

 

開 催 日   令和６年６月１２日（水） 

講   師   社会保険労務士 大野ゆかり氏 

演   題   「すぐに役立つ雇用トラブル対策のポイント」 

共   催   AIG損害保険株式会社 

 

６、その他の事業（他１） 

（１）新年賀詞交歓会  

   熊本県法人会連合会が主催し、地域企業の経営者が集い異業種間の交流

を図るため参加した。 

 

    

（２）通常総会終了後の交流会 

   会員相互の親睦を深め、情報交換など異業種交流を図った。 

 

開 催 日  令和６年６月１２日（水）総会終了後 

参 加 人 員  ４４名（来賓を含む） 

会   場  華月園（宇城市松橋町） 

 

（３）チャリティゴルフ大会 

   熊本県法人会連合会の主催により、会員相互の親睦を深めと共に参加者

からチャリティ募金を徴収し福祉団体等に寄付を行った。本会においても

同様な事業を行う予定であったが、開催できなかった。 

 

 開 催 日  令和６年１０月２５日（金） 

 会   場  熊本中央カントリークラブ（菊池市） 

 参 加 者  １２名（３組）  

 

（４）会員増強活動 

   本会の安定的発展を図るため、９月～１２月までを「会員増強月間」と

して「役員一人一社の増」を目指し、会員の減少に歯止めをかけ、新規加

入会員の加入推進活動を行った。 

開 催 日  令和７年１月２０日（月） 

場   所   ワ ン ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 熊 本  

参 加 者 数  会長ほか８名 



 

 

（５）経営保全プランの普及推進 

   会員企業の安全・安心を担保し、会員企業の安定した経営が図られるこ

とにより、従業員の安定と地域への貢献が出来ることから、福利厚生制度

の普及推進活動を行った。 

 

    経営者大型保障制度の普及推進 

    ビジネスガードの普及推進 

    がん保険制度の普及推進 

〇会員増強及び福利厚生制度推進会議の開催 

開 催 日  令和６年１０月１０日（木） 

 出 席 者  理事・監事等 １５名 

        受託保険会社 １１名  計 ２６名          


